
心血管疾患.

猫のうっ血性心
不全（CHF）

キーメッセージ

推奨される食餌は、猫のカロリーとタンパク質の摂取量の維持、ナトリウムの
多量摂取の回避、オメガ 3 脂肪酸の供給、栄養不足のモニタリングに重点を
置いています。3–5

   食欲不振は CHF の猫によく見られる問題であるため、十分なカロリーとタン
パク質の摂取で除脂肪体重を維持することが重要です。 

   食事によるナトリウム制限よりも、カロリー摂取を優先させるべきです。
猫の食欲を維持するためには、さまざまな（適切な）ペットフードの選択
肢を与えたり、食事を与える場所を提供したり、食事を体温に温めるな
ど、食事を与える方法を工夫する必要があるかもしれません。3 

   タンパク質の摂取目標は、約 5 g/kg～7 g/kg 体重（カロリーの約 35 %
～45 %）であり、医学的に必要な場合のみ制限されるべきです。6

   ボディコンディションスコアとマッスルコンディションスコアは、体重と一
緒に毎回の獣医の診察時に記録する必要があります。3 

   適度なナトリウム制限は、浮腫とうっ血の抑制に役立ちます。

   食事からのナトリウム摂取量の減少は、体内のナトリウムを保とうとする生
理的反応を刺激し、CHF の症状を悪化させる可能性があること、塩分を控
えた食事は口当たりが悪くなることが多いことを念頭に置きます。3

治療のための栄養

猫の食事には、知らないうち
にナトリウムが入ってしまうこ
とがあります。ある資料による
と、心臓病の猫の 30 % 以上
がおやつをもらい、34 % がナ
トリウムを多く含む可能性のあ
る食品で薬を投与されていると
のことです。.8

ご存じでしたか？

心疾患を持つ猫は、呼吸困難や大動脈血栓塞栓症による麻痺を呈する
まで、疑わしい心雑音や心不全の臨床症状を示さないことがあるため、
疾患の早期発見が困難な場合が多いです。

CHF の猫のケアは、臨床症状の管理と心機能のサポートが基本
で、栄養の改善はこれらの目標に寄与します。1,2

（次のページに続く)
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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キーメッセージ（続き）

   オメガ 3 脂肪酸（DHA と EPA を含む魚油など）の補給は、炎症性メディエーターと酸化ストレスを減らし、血小板凝
集を抑制し、食欲増進に役立つ場合があります。7 

   血清カリウム濃度は、医学的管理や基礎疾患によって影響を受けることがあり、管理と補充が必要になります。3 

   全血タウリン濃度が正常範囲にない場合に限り、左室収縮機能不全の猫へのタウリン補充が推奨されます。3,5 

食餌歴は非常に重要になることがあります。  

   塩分の高いフードやおやつ、あるいは人間の食べ物を少量でも与えると、知らないうちに猫の食餌に過剰なナトリウ
ムが加わってしまうことがあります。8  

   食事は、ビタミン B 群を含む完全でバランスの取れた栄養を提供するようにしましょう。心筋症や 動脈血栓塞栓症の
猫では、健康な猫に比べて血漿中のビタミン B6 と B12 の濃度が低いという研究結果があります。4 


